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令和７年度岩手県一関保健所事業実施状況【管理福祉課】 
１ 医療人材の育成                                      

昨年度まで、医師・看護師・薬剤師など幅広い医療職種を対象としたプログラムを実施して

まいりましたが、今年度は従来の方式に加え、医師に特化した新プログラムを新設いたしまし

た。体験型メニューを取り入れた形式とすることで、より実践的かつ効果的な学びの場を提供

しております。 

 ア 医療職進路選択セミナーの開催（多職種対象）  
開催日 参加者 対  象 対象職種※ 協力医療機関 

１ R7.7.31 15人 一般中学生 医･看･薬･PT･診 昭和病院 

２ R7.7.31 25人 一般高校生 看･診･管栄･PTOT 県立千厩病院 

３ R7.8.1 54人 一般高校生 医･看･助･薬･臨･衛･PT 県立磐井病院 

    ※医=医師、看=看護師、薬=薬剤師、PT=理学療法士、診=診療放射線技師、管栄=管理栄養士、OT=作業

療法士、助=助産師、臨=臨床検査技師、衛=歯科衛生士 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        座談会 (高校生)               職業紹介（中学生） 

 

イ 医師体験セミナーの開催（医師特化型） 

     主催：一関保健所、一関一附属中学校 協力：県立磐井病院、一関市 

     日時：令和７年12月25日（木）14:00～16:00 

会場等：県立磐井病院 一関一附属中の生徒17人、保護者５人が参加 

職業紹介に加え、診察、超音波検査、心電図検査、縫合といった臨床手技を実際に

体験できるプログラムを提供しました。さらに、座談会では医師との質疑応答を通

じて理解を深め参加者の医療分野への関心が一層高まる様子が見受けられました。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          超音波検査体験               縫合体験 

    

 

  参加者全員がセミナーを受けて関心が高まったと回答、主なコメントは以下のとおり 

・自分のなりたい職業、分野が明確になった。 ・医師のマイナスイメージが払拭できた。 

 ・エコーは便利だが臓器を見つけるのは難しかった。 ・生きてるんだと思った。 

 ・実際に体験することで、本やテレビで見た情報以上に知ることができた。 

 

資料１-１ 

生徒の声 
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２ 医療提供体制の構築                                

両磐地域における将来の医療提供体制の構築・維持を目的として、関係機関との協議・調整

を行う「地域医療構想調整会議」を次のとおり開催いたしました。 

 ○ 両磐保健医療圏の地域医療を守る懇談会（地域医療構想調整会議）の開催 

  ・ 第１回：令和７年９月９日（火） 

    昨年度策定した地域医療構想に係る両磐圏域区域対応方針の取組内容の確認や医療機器

共同利用に関する調査の実施等について説明を行いました。 

  ・ 第２回：令和８年１月27日（火） 

区域対応方針取組シートのとりまとめ、県立磐井病院の病床数変更、医療機器共同利用

調査の実施結果、次期地域医療構想の内容等を議題に協議等が行われる予定です。 

 

３ 医療安全対策の推進                                 

両磐地域における医療安全のさらなる推進を目的として、管内医療従事者の専門性向上を図

り、医療安全意識の強化および医療事故防止に取り組みます。その一環として、毎年度、医療

安全に関する研修会を開催し、地域全体の安全体制の充実を目指します。 

〔両磐地域医療安全対策研修会〕 

令和８年２月９日（月） 一関地区合同庁舎 

テーマ「サイバーセキュリティに関する組織的、技術的対策について」ほか  

講師 岩手県警察本部 サーバー安全対策課 ※ほか保健所からの説明あり 

 

４ 両磐地域二次救急病院群輪番制度の円滑な運営                     

両磐地域における救急医療を24時間、365日体制で安定的に確保することを目的として、輪

番制に参加する医療機関を主な構成員として連絡会を設置し、二次救急参加医療機関間の連携、

調整を行い、輪番体制当番表を作成しています。 

  なお、連絡会（２～３月開催予定）において、次年度の当番表を決定する予定です。  

 

５ 医療監視                                      

病院や診療所等の医療提供の安全性と適正な管理運営の確保を目的として、医療法等の規定

に基づき、次のとおり立入検査を行っています。（令和７年６月～令和８年２月） 

・ 病院８施設、一般診療所17施設、歯科診療所９施設、その他26施設、計60施設 

 

６ ユニバーサルデザインの推進                                

公共施設のユニバ－サルデザイン化の点検、提言活動等を通じ、ひとにやさしいまちづくり

に繋げるため、H17年11月「両磐地域まちづくり探検隊」を結成、20年間活動継続しています。 

○第１回 令和７年４月11日        ○第２回 令和７年７月23日 

 

 

 

 

 

 

 

 

      道の駅だいとう点検              一関小点検（基本設計図面） 

７ 母子父子寡婦福祉資金貸付業務                                

ひとり親家庭や寡婦が安心して暮らし、将来に向かって進むための支援施策で。子どもの教

育費（就学・就学支度資金）や技能習得資金、生活資金など目的に応じて様々な資金を無利子、

低金利で提供しています。 

令和６年度実績：新規貸付５件、継続貸付９件（就学資金、就学支度資金） 

  令和７年度実績見込：新規貸付３件、継続貸付５件（     〃     ） 


